
会計 款 項 目
多額
経費

一般 10 1 1 　　

担当課室

担当課室長

Ⅰ　改革・改善内容（＝事務事業をより良く実施するための方策）

Ⅱ　事務事業の目的・概要

対象

Ⅲ　事務事業の成果やコストの状況

平成27
年度

平成28
年度

平成29
年度

単位

ⅰ 12 12 12 回
ⅱ 7 5 7 回
ⅲ 33 35 40 件

③事務事業のコスト 平成28年度決算 平成29年度決算

事業費（千円） 2,243 2,240
国支出金（千円）
県支出金（千円）
市債その他（千円）
一般財源（千円） 2,243 2,240

Ⅳ　評価・検討

ⅰ市関与の妥当性 3高い
ⅱ有効性 3高い

Ⅴ　多額の経費を要する事業等の「実施計画」における達成状況

当初
H28⇒29繰越

補正
流用・充当

③達成状況

H28から
の繰越

現年分
　　

計画事業費 予算額

②計画に対する事業実績

6精査・検証

　鎌ケ谷市の教育行政の発展のため、的確な情報や学校の課題を引き続き把握す
る必要がある。

①目的

②成果
を表す
指標

決算額
平成29年度事業費の状況（単位；千円）

0 0

ⅲ公平性 3高い
3高い

ⅴ総合評価

平成29年度決算（事業費）の主な内訳

④未完了・非着手の理由

①平成29年度の計画

平成30年度への繰越額（単位；千円）

②評価

金額（千円） 内容

　教育委員会の大幅な教育政策の変換期にあることから、他市の動向を把握しな
がら、新しい教育委員会体制を確立する。

　教育委員会定例会を学校（北部小・第四中）
や学校給食センターを会場として開催するな
ど、学校現場との意見交換を積極的に行い、
教育委員会の活性化を図った。

教育委員会委員
意図（対象をどう
するのか）

算定根拠

実施回数

ⅳ効率性

　教育に携わる者の意欲や達成感の向上を図り、鎌ケ谷市の教育行政を推進する
ことが課題である。

人格が高潔で、教育、学術、文化に
関する識見を有する者を任命する

実施回数
議決案件数

2,208

指標名称

定例会の回数
臨時会の回数
議決された案件

②①に
基づく
取組み
結果

事務事業名

政策

③平成30年
度に取組む
改革・改善
内容

　教育委員会の更なる活性化を図
るため、引き続き学校や教育機関と
の意見交換の機会の場を設ける。

　教育委員会の更なる活性化を図るため、
学校や教育機関との意見交換の機会の場
を設ける。

施策

41計画の実現のために

412効率的で健全な行財政運営の推進

平成３０年度　鎌ケ谷市事務事業評価表（事後）（標準評価表）

教育総務課

後藤　由美

①平成29年度の事
業の成果

　生涯学習の推進、芸術・文化の振興、文化財の保存、スポーツの振興など様々な
教育行政に対し、教育委員会委員による多様な民意を反映した。

①前回
の評価
で掲げ
た内容

②事務事業の概要
　定例会を開催し、鎌ケ谷市の教育方針や教育行政にかかる議決事項を審議し決
定している。

教育委員会運営に要する経費

③環境分析（事業開始
からの状況変化や今後の
見込み・市民意向など）

③上記評価の理由

①課題

平成30年度予算
2,320

2,320

教育委員会委員報酬



会計 款 項 目
多額
経費

一般 10 2 1 ○

担当課室

担当課室長

Ⅰ　改革・改善内容（＝事務事業をより良く実施するための方策）

Ⅱ　事務事業の目的・概要

対象

Ⅲ　事務事業の成果やコストの状況

平成27
年度

平成28
年度

平成29
年度

単位

ⅰ 18 13 8 ％
ⅱ 0 0 0 ％
ⅲ 13 13 25 ％

③事務事業のコスト 平成28年度決算 平成29年度決算

事業費（千円） 186,175 231,536
国支出金（千円） 38,909
県支出金（千円）
市債その他（千円） 140,800 166,000
一般財源（千円） 45,375 26,627

Ⅳ　評価・検討

ⅰ市関与の妥当性 3高い
ⅱ有効性 3高い

Ⅴ　多額の経費を要する事業等の「実施計画」における達成状況

当初 176,539

H28⇒29繰越 147,070

補正 381,056

流用・充当

146,540

③達成状況 未完了
現年分 84,996

④未完了・非着手の理由
国の補正予算に伴い、3月補正予算で追加し
た北小・初小・道小トイレ改修工事等を繰越し
た為。 平成30年度への繰越額（単位；千円） 460,113

②計画に対する事業実績
計画どおり実施した。
その他改修工事の設計を行った。

704,665 704,665 231,536

H28から
の繰越

③上記評価の理由 　施設の老朽化に伴い、改修ペースを前倒しする必要がある。

①平成29年度の計画
中部小トイレ改修工事、東部小トイレ改
修工事、西部小トイレ改修工事　ほか

平成29年度事業費の状況（単位；千円）
計画事業費 予算額 決算額

①課題 　施設の老朽化に伴い、事業の進捗ペースを速める必要がある。

②評価
ⅲ公平性 3高い

ⅴ総合評価 6精査・検証
ⅳ効率性 3高い

34,387 西部小トイレ改修工事 200,600
82,985

146,540 中部小トイレ改修工事
35,727 東部小トイレ改修工事

実施校生徒数/全生徒数

その他工事に関する生徒/全生徒 実施校生徒数/全生徒数

平成29年度決算（事業費）の主な内訳 平成30年度予算
金額（千円） 内容 283,585

③環境分析（事業開始
からの状況変化や今後の
見込み・市民意向など）

　施設の建設時期が一定期間に集中していることから、全体的に老朽化が進んで
いる。

①平成29年度の事
業の成果

　予定した事業を全て計画通りに完了し、学習環境の向上を図った。

②成果
を表す
指標

指標名称 算定根拠

校舎工事に関する生徒/全生徒 実施校生徒数/全生徒数

体育館工事に関する生徒/全生徒

①目的 小中学校校舎・体育館
意図（対象をどう
するのか）

学習環境の向上を図る

②事務事業の概要
　老朽化した施設、設備等について、計画的に改修を行い、学習環境の向上を図
る。

施策 132生きる力を育てる義務教育の充実 後藤　由美

①前回
の評価
で掲げ
た内容

　中部小学校・東部小学校・西部小学校の
トイレ改修工事、第二中学校の外壁屋上
改修工事の際に建具等附帯設備の改修
を行う。

③平成30年
度に取組む
改革・改善
内容

　小学校のトイレ改修工事、第二中
学校の外壁屋上改修工事の際に建
具等附帯設備の改修を行う。②①に

基づく
取組み
結果

　中部小学校・東部小学校・西部小学校の
トイレ改修工事の際に老朽化した建具の
改修を併せて行った。

平成３０年度　鎌ケ谷市事務事業評価表（事後）（標準評価表）

事務事業名 義務教育施設維持補修事業

政策 13人間性豊かな子どもの育成環境をつくります 教育総務課



会計 款 項 目
多額
経費

一般 10 2 1 ○

担当課室

担当課室長

Ⅰ　改革・改善内容（＝事務事業をより良く実施するための方策）

Ⅱ　事務事業の目的・概要

対象

Ⅲ　事務事業の成果やコストの状況

平成27
年度

平成28
年度

平成29
年度

単位

ⅰ 8 8 ％
ⅱ
ⅲ

③事務事業のコスト 平成28年度決算 平成29年度決算

事業費（千円） 9,127 249,961
国支出金（千円） 94,476
県支出金（千円）
市債その他（千円） 6,400 117,600
一般財源（千円） 2,727 37,885

Ⅳ　評価・検討

ⅰ市関与の妥当性 3高い
ⅱ有効性 3高い

Ⅴ　多額の経費を要する事業等の「実施計画」における達成状況

当初 307,685

H28⇒29繰越

補正
流用・充当

平成３０年度　鎌ケ谷市事務事業評価表（事後）（標準評価表）

事務事業名 義務教育施設校舎増設事業

政策 13人間性豊かな子どもの育成環境をつくります 教育総務課

施策 132生きる力を育てる義務教育の充実 後藤　由美

①前回
の評価
で掲げ
た内容

　五本松小学校の児童数増加に対応した
教室数を確保するため、新たな校舎（普通
教室棟・特別教室棟）を整備するにあた
り、併せて校庭等の外構整備工事も行う。

③平成30年
度に取組む
改革・改善
内容

（事業終了）
②①に
基づく
取組み
結果

　新たな校舎の整備を行うとともに、校庭
等の外構整備も実施した。

①目的 小中学校校舎
意図（対象をどう
するのか）

学習環境の向上を図る

②事務事業の概要
　五本松小学校の児童数増加に対応した教室数を確保するため、新たな校舎を整
備する。

③環境分析（事業開始
からの状況変化や今後の
見込み・市民意向など）

　新鎌ケ谷周辺地区への人口流入が続いており、平成３４年度においては４教室の
不足が見込まれていることから、これに対応するための校舎の整備は急務である。

①平成29年度の事
業の成果

普通教室（４教室）及び特別教室（図書室・音楽室）の整備工事を完了した。

②成果
を表す
指標

指標名称 算定根拠

増設工事に関する生徒/全生徒 実施校生徒数/全生徒数

平成29年度決算（事業費）の主な内訳 平成30年度予算
金額（千円） 内容 0

229,982 五本松小校舎増設工事
11,448 五本松小学校用備品

ⅳ効率性 3高い

7,992 五本松小工事監理委託

計画事業費 予算額 決算額

①課題
　五本松小学校の児童数増加に対応した教室数を確保するため、速やかな対応が
求められている。

②評価
ⅲ公平性 3高い

ⅴ総合評価 1終了

計画どおり実施した。
307,685 307,685 249,961

H28から
の繰越

③上記評価の理由
　五本松小学校において新たな校舎【普通教室棟（４教室）、特別教室棟（図書室・
音楽室）】の整備工事が完了した。

①平成29年度の計画 五本松小学校校舎増設工事
平成29年度事業費の状況（単位；千円）

0

③達成状況 完了
現年分 249,961

④未完了・非着手の理由
平成30年度への繰越額（単位；千円） 0

②計画に対する事業実績


